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毎週水曜日／12時30分～１時30分

また区民祭りに対しての社会奉仕委員会と参

加された会員の皆様ご苦労様でした。

　チャーターメンバーの安藤会員より連絡が

ありましたので披露します。ご無沙汰してし

まい申し訳ありません。もういつ死んでもよ

いと思っていますが、一番下の孫が（高 1）

大学を卒業するまでは、資金援助をしてやり

たいので一日でも長く生きてやりたいとリハ

ビリに専念しています。尚公一には話しまし

たが、50 周年の行事費用が 100 万では宴会も

出来ないので会員に芳賀帳を廻してみてはい

かがでしょか。余裕のある方も複数居られま

すので、私も発起人として 200 万位は協力し

ますので。と言う連絡でした。

　今日は久米ガバナー補佐をお迎えしてのク

ラブ協議会です。

　委員長の皆様よろしくお願い致します。

              久米真浩様 ( 第 5G ガバナー補佐 )

■司　　会　副 SAA  安藤　公一

■開会点鐘　会　長　青木　邦弘

■斉　　唱　手に手つないで

■出席報告

■本日の欠席者
なし

■他クラブ出席者
佐藤（真）、（横浜瀬谷 RC）大川（横浜 RC）

■ビジター
久米　真浩様（新横浜 RC・第 5G ガバナー補佐）

■皆出席者表彰

後藤　英則会員　　　　５年

滝澤　　亮会員　　　　１年

■会長報告
　熊本被災地への自転車送付に関しまして、

災害復興支援委員会の皆様ご苦労様でした。

本日の出席数        26 名

本日の出席率  　 100％ 修正出席率     　 100 ％

会 員 数 　 　 　  3 1 名
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②皆出席祝いを頂きありがとうございます。

■クラブ協議会
○ SAA　　　　 　　　　　　　　安藤　公一

　本年度初めより例会場を新しく変更したこ

とで多少の混乱が予想されましたが、会員皆

様のご協力のおかげで大きなトラブルもなく

例会を進行することができております。今後

とも更なるご協力をお願い致します。

○クラブ奉仕委員会　　　　　 　市川　慎二

　本年度は地区方針「クラブの魅力創りと活

性化」を目標に活動していきたいと思います。

当クラブの方針と地区方針を考えると、まず

増強に繋がる策を考え行動しなければなりま

せん。現在、増強委員長を中心に新たな試み（増

強キャンペーン月間）を交えながら取り組ん

でおります。又、研修、広報も盛んであります。

増強により、共に奉仕できる仲間が増える事

がクラブの活性化につながるのは皆様ご存知

の通りです。

　魅力創りにおきましては、卓話者を始め、

会場の雰囲気、プログラム、新入会員への気

配り、偏らないテーブルや座席など、お祝い

事では、例会の厳粛さを保ちつつ会員、ゲス

トビジターが出席して良かったと思える充実

した例会にしていきたいと思います。

　そしてクラブ奉仕フォーラムや規定審議会

もあり、会長がアンケートをとったりしてお

りますが、現在の当クラブの例会や活動、親

睦や予算などを見直し検討しながら、５年後

10 年後といった将来、このままでよいのか、

どういうクラブにしていきたいか、会員全員

で考えていくことが課題だと感じております。

○出席委員会　　　　　　　　　 鈴木　茂之

　毎回の出席報告を大川会員が報告していた

だき、有難うございます。今年度も例年どお

り出席率は順調であります。今後ともご協力

よろしくお願い致します。

○親睦委員会　　　　　　　　　 田川　富男

　ロータリーはより良い奉仕をする事を目的

として活動する、その奉仕の中に楽しい部分

が無ければ長続きは出来ません。その為にも

日頃から仲間同士の融和行動が必要です。

　青木会長より親睦活動を重視した年度にし

たいとの方針を受けました。毎月何かしらの

イベントを開催して親睦を図ってとの指示が
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■ニコニコ box( 会員敬称略 )

久米真浩様 ( 第 5G ガバナー補佐 ) ／横浜旭

RC のクラブ協議会開催に際し、貴クラブの

益々の発展を祈念申し上げます。本日はよろ

しくお願い致します。

青木　邦弘／久米第 5G ガバナー補佐様、今日

は宜しくお願いします。

北澤　正浩／久米ガバナー補佐、本日はよろ

しくお願い致します。

滝澤　　亮／①久米ガバナー補佐、本日は宜

しくご指導の程お願い致します。②皆出席祝

い有難うございます。

五十嵐　正／①久米ガバナー補佐をお迎えし

て。本日はよろしくお願いします。② 17 日の

自転車の積み込みには、雨の中皆様ご苦労様

でした。１年分の奉仕活動を一気にした気分

です。先程、熊本より自転車が無事届き、有

難うございましたとの一報がありました。

倉本　宏昭／①ガバナー補佐をお迎えして。

本日はよろしくお願いします。②旭区民まつ

り、皆様お疲れ様でした。

吉原　則光／ガバナー補佐久米様、ご多用の

ところご来会いただき有り難うございます。

ご指導、ご教示の程よろしくお願い致します。

関口　友宏／久米ガバナー補佐、ようこそ。

本日は宜しくお願いします。

安藤　公一／久米ガバナー補佐ようこそお出

で頂きました。本日は宜しくお願い致します。

大川　伸一／久米ガバナー補佐様、本日はあ

りがとうございます。卓話をよろしくお願い

申し上げます。

兵藤　哲夫／①ガバナー補佐久米様、訪問歓

迎致します。②本日、倉本さん、滝澤さん、

後藤さん、本のお買上げ有難うございました。

岡田　清七／久米ガバナー補佐の出席に感謝

して。

市川　慎二／久米真浩ガバナー補佐、日頃よ

り大変お世話になっております。本日のクラ

ブ協議会宜しくお願い致します。

田川　富男／久米ガバナー補佐、クラブ協議

会出席有難うございます。宜しくお願い致し

ます。

新川　　尚／久米ガバナー補佐ようこそ！本

日は宜しくお願いします。

後藤　英則／①久米ガバナー補佐ようこそ。
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ありました。例会時にも各親睦委員が協力し

てより良い例会にしたいと思います。

　年末恒例のクリスマス家族会におきまして

は、時期早々ですが、活動を開始し良い企画

にするため 11 月から打ち合わせ等の行動を開

始しますので、アイデアなどございましたら

提案して下さい。12/17 に向けてお願いしま

す。

○会報委員会　　　　　　　　　吉原　則光

　本年度最初の第 2250 回例会から先週の第

2263 回例会まで 14 回の週報を発行しました。

お陰様で当初の計画通りに例会の再現をはか

る事が出来ました。

　卓話者の原稿、各委員会活動報告、事務局

からの文書などの提出も順調に滞りなく行わ

れております。又、毎月の出席率一覧表のほ

かに理事役員会の議事録を収録して会員に周

知をはかりました。

　今後も読みやすい、分りやすい、親しみや

すい週報へと一層の努力をと思っております。

○研修・広報＆雑誌委員会　　　 増田嘉一郎

１）研修

　研修については、新会員研修は 2 人の対象

会員に対し、平成 28 年７月 27 日に実施した。

全会員を対象とするグループ研修も７月から

毎月実施されている。翌月の月間テーマを課

題として取り上げているが、昨年度から変わっ

た月間テーマは、これを具体的プログラムと

して展開するには難解なものも多く、８月の

「基本教育と識字率向上」９月「経済と地域社

会の発展」などは苦戦しているが、まずは RI

の考えている月間テーマの意義を理解する事

ができればと考えている。

　本日もこのクラブ協議会終了後、11 月の月

間テーマ「ロータリー財団」についてのグルー

プ研修がある。Ｄグループのに皆様には出席

をお願いします。

２）広報　

　今計画されているのは地区大会の当クラブ

の活動紹介として熊本地震の被災者の支援活

動をパネルで展示する事である。広報の効果

を計る目安としては会員増強にあると考えて

いる。しかし、これまでの当クラブの広報活

動は、会員増強とは結びついているとは思え

ない。地域にロータリークラブの活動を紹介

し、認識を深める事が、長い目で見たら会員

増強に結びつくと言われても、これまでの広

報活動が会員増強には結びついているとは思

えない。悩ましい問題である。

３）雑誌

　例会での「ロータリーの友」誌の記事紹介

は毎月実施しており、この時には会員は「ロー

タリーの友」に目を向けている。「ロータリー

の友」への投稿は吉原会員が俳壇、柳壇に投

稿している。

　クラブとしても今回の熊本地震被災者支援

で行った放置自転車の寄贈は投稿する価値が

あると思っている。五十嵐会員、よろしくお

願いします。

　地域の銀行、病院に「ロータリーの友」誌

を置かせてもらうという計画は今年度になっ

てから増やせていない。これから取り組んで

いく。

○会員増強委員会・職業分類委員会　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 関口　友宏

　年度初めの 7 ～ 9 月、4 班編成で会員増強

キャンペーンを行いました。これは意識高揚

が目的ですが、何人かの入会候補者名が上が

りました。親睦委員会との連携を強化し、フォ

ローして行きたいと思います。

　実績としては、再入会者 1名・新入会者 1名・

4月以降の入会確約者 1名となっています。

○会員選考委員会　　　 　　　　市川　慎二

　現在２名の方に入会頂きました。選考には

例会に出席でき、健康で地域の指導者にたり

うる職業人か、人間性を重視しております。

○プログラム委員会　　　　　　滝澤　　亮

　今年度は多少の変更はありましたが会員の

皆様のご協力により現在まで何とか無事に過

ごす事が出来ております。

　今年度の変更点は第５例会のある月は、会

長のたっての希望により移動夜間例会とした

ことです。（１回のみ実施しておりますが、問

題無く行いました。）まだ予備日もありますの

で、後半期において皆様の興味ある例会にし

ていければよいと考えております。

○社会奉仕委員会　　　　　　　 二宮麻理子

１）　旭ふれあい区民まつりへの参加。

　10 月 16 日に無事終了、当日熊本りんどう

RC より６名の方がおみえになり販売のお手伝
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県立旭高校の塩さんという女子学生です。印

象として、とても目の輝いていて希望溢れる

若人といった印象でした。地区に推薦したの

で、彼女の希望がかなえられること期待して

おります。

○国際奉仕委員会               齋藤　善孝

１）横浜緑 RC が国際奉仕活動の一環として

フィリピンへ半袖の古着を贈る活動をしてい

ます。当クラブにも協力依頼があり、会員へ

協力を求めた処７人の会員から約 30 キロの古

着が集まり、緑 RC へ届けました。

２）来年２月１日の国際奉仕フォーラムでは、

カンボジアやラオスなどで地雷や不発弾の処

理をしている「NPO 日本地雷処理を支援する

会」の卓話を計画しています。

○ロータリー財団委員会　　　　新川　　尚

１）今年度目標は活動計画書記載の通りです。

２）11 月 16 日の R 財団フォーラムは今年帰

国した財団奨学生朝倉さんに帰国報告をお願

いしてあります。多数の会員の出席をお願い

します。

３）次年度地区補助金プロジェクトは次年度

に属することですが、計画立案、申請等に協

力していきたいと思います。

○米山記念奨学委員会            太田 勝典

　今月は米山月間です。前回の例会時には地

区方針にそって当クラブ 20 年前に受け入れを

しました台湾の蔡金燕さんに卓話をおねがい

しました。蔡さんのご主人も元米山奨学生で

あり、蔡さんは現在母校の横浜国大や県立高

校で外国人青年に日本語を教えています。ご

主人は香港の青年が日本の大学に入る為の仕

事をしており、夫妻でアジアの青年と日本を

結ぶ大事な架け橋として活躍されているそう

で、敬意を表したいと思います。

　当クラブは米山寄付は苦手としています。

昨年は平均 18,000 円弱であり、地区平均を約

12,000 円下回っており、59 クラブ中 54 位で

した。これは当クラブ創立以来の低さであり、

25 年前の約半分です。米山の寄付は強制では

ありませんが、米山委員会は、ロータリー一

人一人の暖かいご好意によって成り立ってい

ます。今期は地区平均を目指したいとおもい

ますので、御協力を切に！お願い致します。

いをして下さいました。被災地支援として熊

本みかんを販売いたしました。11 時前にはみ

かんが完売。

　会員の皆様にも朝早くからお手伝いいただ

き有難うございました。又、ステージで「チ

ンドン芸能社」の演奏を行いました。

２）新しい企画として来年２月４日㈯に二俣

川サンハートにて若い世代のがんの啓蒙教育

を目的とする後援会を神奈川県立がんセン

ターの協力で開催することを考えています。

○職業奉仕委員会　　　　　　　 滝澤　　亮

１）今年度は神奈川県立旭高等学校における

職業講話は高等学校の都合により中止となり

ました。

２）１月に予定されていた職業奉仕フォーラ

ムは、瀬谷クラブとの合同例会を賀詞交歓会

をするため、中止になりました。

３）３月の春休みに職場訪問として高梨乳業

に行く予定になっております。理事会で職業

奉仕員会で会員の子どもさんたちが参加でき

るよう機会を作ることで実施決定です。

○青少年委員会　　             五十嵐　正

　現在来年の２月に行われるライラの参加者

を募集しております。テーマは「自立」です。

詳細がご希望の方お申し出ください。

　先日青少年交換学生の面接を行いました。

上：熊本りんどうＲＣ桂会長とバナー交換　
下：区民まつり、チンドン屋、旗振り（大川）募金箱（本山）
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○災害対策委員会　　　　　　　 増田嘉一郎

１）熊本地震への支援活動

  7 月 12 日委員２名が現地益城町を訪れ 2720

地区作守前ガバナー補佐と熊本りんどう RC の

皆様のご案内を受け懇談し、現在のニーズを

調査した。その結果現地の情報発信手段とし

て「りんどう通信」発行をアドバイスし、そ

の後の協議の結果、横浜市内の放置自転車

100 台を横浜市から払下げを受け、現地へ贈

ることとなった。第１段として 50 台が 10 月

17 日羽沢駅から、現地へ搬送された。自転車

の回収、解体搬送にご協力をいただいた会員

に感謝致します。既に瀬谷、岩沼 RC から搬送

費の支援を受け、近々新横浜 RC からもご支援

をいただけるとのことであります。

　区民祭りでは、42,052 円の募金が集まりま

した。会員については、先週から募金を受付

けているので、未だ失念されている方は、是

非、本日募金していただきたい。尚、21 日と

24 日現地で行われる自転車の贈呈式へも、大

勢の会員の出席をお願いする。

２）被災地子ども支援

 被災地子どもの支援として、恒例となってい

る宮城県岩沼市内の幼稚園・保育園へのクリ

スマスプレゼントの配布については、今年は、

12 月 9 日と 21 日に実施することになりまし

た。21 日は水曜日で本年度最後の例会と重な

り、しかも 2 ヶ所の予定です。本日よりサン

タクロースの募集を始めますので、両日共に

万障繰り合わせての参加をお願いします。子

ども達の笑顔をみると、奉仕の喜びを感じさ

せてくれます。尚、　熊本、岩沼へ行く会員は

メークアップとなります。交通費は自己負担

でお願いします。

３）被災地物品の販売

　10 月 16 日の区民まつりで、熊本の被災状

況の写真を展示し、社会奉仕委員会や熊体り

んどうロータリークラブ会員と共に、熊本県

益城町のみかんを販売した。みかんを販売し

たからといって、被災地にとって大した利益

となるものでもないとは思うが、頑張ってい

る益城町の人達の成果物であり、わずか 1 時

間で 200 キロを完売し、地元旭区の人達が益

城町へのエールとしてみかんを味わってもら

えたものと思う。

４） 被災地の状況を展示

　1 月 8 日のチャリティーコンサートの際に

は、6 年目を迎える東北大震災の状況を展示

する。被災前から今日までの歩みを、目に見

える形で展示する。そして、ここではこれ迄

の募金で賄ってきた岩沼でのクリスマスプレ

ゼントを喜ぶ子ども達の姿も展示し、次年度

岩沼の子ども達へのクリスマスプレゼント代

の募金も行う。年々募金額が減少しているが、

何とか歯止めをかけたいと願っている。

５）会員安否確認トライアル

　当クラブは 2 年前岩沼ロータリークラブと

の災害相互支援協定を締結したが、そこでの

対象からはずれた当クラブ、会員の安否確認

についてトライアルを試みた。8 月 31 日午後

1 時に旭区を震源地とする震度 6 強の地震が

発生したとの想定で行った。会員 31 名中、19

名からの連絡があり、成功といえよう。クラ

ブからの連絡があるものと思って待っていた

会員とか、メールの件名欄に安否を記載する

のに、本文に記載した会員とかもいたため、

来年 3 月 11 日の東北大震災の日頃、再度試み

る予定である。岩沼ロータリークラブからは、

会員がクラブに愛を有しているのなら、クラ

ブ相互間の安否確認システムなど必要ないと

言われたが、当クラブもクラブ愛に満ちた会

上：17 日㈪　雨の中、自転車積込みに向かう会員の皆さん　
下：19 日㈬　熊本の宇土市役所に無事届いた自転車
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員ばかりであったと、岩沼ロータリークラブ

に報告できることを楽しみにしている。

６） 防災マニュアルの活用

防災マニュアル「てんでんこ」は、岩沼ロー

タリークラブの 50 周年記念式典に集まった全

国のロータリアンに配布され、区民まつりに

集まった旭区の人達にも配布された。さらに

今年度は、その第 2 弾として、当クラブの安

否確認システムを、2 回のトライアルの結果

を受けて印刷物にしたいと考えている。

７）結語

　まだまだ当委員会が動かなくてはならない

活動は続く。最近は、災害は忘れないうちに

来るといわれている。これからも次なる災害

に備えて活動していく。

○チャリティーコンサート部会　新川　　尚

　2017 年 1 月 8 日㈰旭公会堂においてコン

サート開催。継続開催できるように各学校

一万円の出演料の協力をお願いしています。

■次週の卓話　　
  11/2 ㈬　ガバナー訪問　　　　　　　   

　  　　　　　　　　週報担当　太田　幸治

日　　時 平成２8年10月 5日(水) 青木　邦弘 五十風　正 市川　慎二 北澤　正浩

13時30分～ 鈴木　茂之 田川　富男 滝澤　亮 　　新川　尚

場　　所 例会場 二宮　麻理子 福村　正

(欠席) 安藤　公一 佐藤　真吾

報告事項 旭区民祭り広告依頼　タウンニュース 20,000円

ガバナー公式訪問 10月19日 ガバナー補佐

11月2日 ガバナー公式訪問

2017-18年度青少年交換留学生募集に対して

県立旭高等学校から　塩　麻里奈15歳の応募がありました。

ポリオ撲滅チャリティーゴルフ大会　　10月18日　よみうりゴルフ倶楽部

熊本・東日本大震災チャリティーディナーパーティー　10月5日　ロイヤルパークホテル

審議事項 １）２０１６年規定審議会報告に対して

現況について 17名が提出　次回の理事会にて集計し発表します。

２）例会費について

7-9月分 315,748 月平均 105,249 円

年度計画 2580,000 月平均 215,000 円

月に約10万円　年間120万円

30名の会員で計算しますと1人当たり4万円の節減となります。

例会費については、50周年間近なこともあり現状維持とします。

３）事務所につきましては、湿気対策の工事に入るとのことです。

　 もう少し時間がかかります。

４）その他

　　・区民まつり予算について 熊本支援みかん 35,000

チンドン屋 129,600

弁当代 40,000

ゴミ袋、みかん袋 3,000

合　計 207,600円

予算オーバー分は特別会計から補てん

　　・熊本支援につきまして、1人3,000円の寄付金を集めます。　　　　 承認

2016～2017年度　第7回　理事会 議案書


